
12
月
16
日
、
12
月
定
例
市
議
会

が
閉
会
し
ま
し
た
。
市
長
提
出
議

案
24
件
は
す
べ
て
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

国
保
税
の
大
幅
値
上
げ
、
第
３
保

育
所
廃
止
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
配
置
の
基
準
緩
和
、
児

童
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
８
件
に
反
対
し

ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
請
願
は
、
す
べ
て

日
本
共
産
党
市
議
団
の
み
が
紹
介

議
員
と
な
り
ま
し
た
。
県
医
労
連

が
提
出
し
た
「
医
療
・
介
護
の
職

員
増
員
・
待
遇
改
善
」
、
新
日
本

婦
人
の
会
が
提
出
し
た
「
学
校
給

食
費
無
償
化
」
は
、
自
民
・
無
所

属
の
会
が
反
対
で
し
た
が
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
社
会

保
障
を
よ
く
す
る
会
が
提
出
し
た

「
第
３
期
国
保
運
営
方
針
の
見
直

し
を
求
め
る
」
は
、
日
本
共
産
党

と
無
所
属
議
員
２
人
が
賛
成
し
ま

し
た
が
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
議
案

提
案
権
を
活
用
し
て
国
・
県
へ
の

意
見
書
を
８
件
提
案
し
、
小
中
学

校
教
員
の
抜
本
的
増
員
を
求
め
る

埼
玉
県
へ
の
意
見
書
が
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

＊
各
党
の
態
度
は
表
の
通
り
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12
月
定
例
市
議
会
閉
会

「
教
職
員
確
保
」
意
見
書
を
採
択

学
校
給
食
費
無
償
化
は

「
自
民
」
の
み
反
対

核
兵
器
禁
止
条
約

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
否
決

●請願と党市議団提案の意見書に対する各会派の賛否

請願 党市議団提出の意見書

医
療
・
介
護
の
職

員
増
、
処
遇
改
善

「
第
３
期
国
保
運

営
方
針
」
見
直
し

学
校
給
食
費

早
期
に
無
償
化
を

学
費
値
上
げ
中
止

核
兵
器
禁
止
条
約

調
印
、
速
や
か
な

被
爆
者
国
家
補
償

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

施
策
の
強
化

「
健
康
保
険
証
廃

止
」
の
撤
回
を

小
中
学
校
教
員
の

抜
本
的
増
員
を

日本共産党（4） 〇〇〇〇〇〇〇〇

自民・無所属の会（8） × × × 〇× × × 〇

次世代かすかべ（6） 〇× 〇× × × × 〇

公明党（6） 〇× 〇〇〇〇× 〇

立憲民主党（1） 〇× 〇〇〇〇〇〇

日本維新の会（1） 〇× 退席 × × × × 〇

無所属（榛野） 〇× 〇〇× × × 〇

無所属（酒谷） 〇〇〇〇× × × 〇

無所属（古沢） 〇〇〇〇〇〇〇〇

結 果 〇× 〇〇× × × 〇


